
第48回大会〕

2Ca－3 布の内部洗浄力に影響を及ぼす要因分析
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　[目的]　布の表面付近の汚れに比べて布の内部に侵入した汚れは落ちにくい。現在、布

の内部(厚さ方向)洗浄力に関する基礎的なデータはほとんど見られない。今回数種の市

販洗剤を用いて、布の内部洗浄力に及ばす洗剤の種類、温度、機械力の影響を調べた。

　[実験]　適当な厚さの帆布に汚染布を所定の方法で縫い包んだものを試料とし、それを

補助布に縫いつけて10枚を一度の実験に供した。撹枠型と渦巻き型の洗濯機を用いて、浴

比1:25、温度12～70"Cで洗浄実験を行った。内部洗浄力は洗浄前後の汚染布の反射率測

定から洗浄効率を算出し、帆布に包まない汚染布の洗浄効率と比較した。洗剤は市販の弱

アルカリ性合成洗剤(Ａ)、石けん、高級アルコール系中性洗剤(M)、非イオン系中性洗剤(E)

の4種類を用いた。
　[結果]　いずれの洗剤についても通常の洗浄に比べて内部洗浄力は機械力の影響を大き

く受け、渦巻き型洗濯機の洗浄力は撹拝型と比較して平均約2倍大きかった。そして、石

けんとA洗剤については温度上昇にともなって機械力の影響はやや小さくなるが、M洗剤

とE洗剤では変わらず、特にM洗剤は機械力の影響を最も大きく受けることわかった。ま
た、温度の影響につ､いてはA洗剤と石けんで通常の場合より大き＜、前者では低温領域で

温度依存性が大き＜、後者では撹挫型洗濯機で中温から高温にかけて、また渦巻き型では

中温付近でその影響が大きかった。さらに、内部洗浄力の絶対値は中温付近ではA洗剤が

大きいのに対して、高温付近では石けんが大きかった。

2Ca－4 油脂 タンパク質共存汚染布のエイジングに伴う洗浄陛の変化（その2）

　　　　　　　　　○杉原黎子’　　藤谷　健¨　　(･岡山大･ ≪広島経済大）

　目的　大型洗濯機の普及や家族の小人数化が進む今日，洗濯の環境への負荷軽減策の一

つとして，衣類のまとめ洗いが考えられる。しかし，これは，汚れの付着した衣類を長時
間放置することになるため，汚れの変質による洗浄性の低下が懸念さ,れる。そこで，エイ

ジングに伴う洗浄性の変化を明らかにするための研究の一環として，本報では，前報に引

続き，油脂（皮脂）・タンパク質汚れが共存付着した肌着を想定して，これらの洗浄性の

経時変化を，油脂の自動酸化との関係から検討した。
　方法　汚れのモデルとして，皮脂には従来に引続き精製ラード（Ｌ）を，タンパク質に

は卵白アルブミン（Ａ）を用いた。試験布には，綿カナキン（綿布）とポリエステルモス

リン(P e布）を，精製して用いた。試験布に. Aの水溶液とＬのベンゼン溶液とを，こ

の順序で塗布して，汚染布を作製した。これを40°Cの定温器中で所定の期間エイジングし

た後, L並びにＡを，ジエチルエーテル，次いで熱水酸化ナトリウム溶液で抽出し. Lは

G L C, Aは銅－Folin法で定量した。
　結果　①単独汚染布の洗浄性は. Lは，既報と同様，綿布ではエイジング初期に低下し

たのに対して. P e布の変化は小さかった。Ａでは綿布・P e布ともにエイジングに伴っ

て低下した。②ＬとＡが共存するとき. Lの洗浄性は，綿布・P e布ともに単独汚染布と

同様の傾向を示したが，除去率は単独汚染布より約20％高かった。一方, Aの除去率は単
独汚染布に比べて低く推移し，この傾向は綿布において特に顕著であった。③Ｌは，エイ

ジングに伴い，繊維の種類･ Aの存否にほとんど関係なく，同様に自動酸化が進行した。
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